
≪消 防 本 部≫

総 務 係

消 防 団 係

難
係長

波　昌志

酒
係長

井　直樹

警 防 係 中
係長

山　和志

三
課長

田　文彦

藤
主幹（第１消防隊長）

森　信也

皆
係長

川　　隆

予 防 係

生活指導係

桐
係長（第２消防隊長）

越　浩志

脇
係長

島　　忠

冨
主査

澤　隆志

堀　　佑輔・藤井　英樹

倉島　　誠・田村　亮太

増井　聖也・松村　和人

小田　誠也・小
（新採用）

山　　謙

大谷　　優・五十嵐宏史

吉田　直人・小野寺　啓

梅
係長（兼務）

津　茂治

総 務 課

斉
課長

藤　敏文

佐
係長（兼務）

藤　祐二

予 防 係警 防 課

警 防 係道
課長

下　勝美

長
係長

嶋　　崇

木
係長

村　　学

鈴木　　大

消 防 長

岡山　　隆

署 長

板東　晴彦

≪消 防 署≫

【スタッフ】

永
係長

坂　孝弘

古
主任

野　修司

通 信 係

仁
主任

木　雅浩

小
主任

林　貴広

総 務 係

財 政 係

職 員 係

救急救助係生 活 安 全 課

梅
係長

津　茂治

大田　泰暢

永
主任

杉　竜児

榎
主任

本　　功

高
主査

松　　徹

消 防 課

板
課長（兼務）

東　晴彦

佐
主幹

藤　祐二

【退　職】

住友　茂

衣川　秀敏

石掛　春美

事 務 局

水
事務局長

上　州洋

篠
主査

田　孝義・向中野麻里子議 会

事 務 局

高
事務局長

間　嘉之

西
主査

村　敬美・金
（農業振興公社へ派遣）

丸　大輔農 業 委 員 会

片
書記長（併任）

山　伸治選挙管理委員会

水
書記（併任）

上　州洋監 査 委 員

中
事務局長

野　和広

学 校 教 育 Ｇ

名
主査

内　　隆・尾
主査

形　行亮・太
主査

田　淳司・丸
主査

山　友也・佐藤　裕介

事 務 局

清
教育次長

水　一徳

社 会 教 育 Ｇ

青
主査（兼務）

山　郁子・谷
主査

内　尚樹・越前谷孝行・中川　圭太

三
主査

田　和江・黒田みつる・進藤美智子・荒山　美幸

東庄　基樹・北
（新採用）

　　祐輔

図 書 館

清
館長（兼任）

水　一徳

事 務 局

鈴
主査

木　敦子・藤
主査

田　秀剛・田中　裕子・谷内　克敏・神谷　寿恵北海道介護福祉学校

坪
校長（嘱託）

田　　弘

教 務 課

杉
主査

本　伸二・辻　めぐみ

悪
教務課長

七　尚広

教 育 委 員 会

教

育

長

鈴
木
　
紀
元

吉
参与

川　道也

室
社会教育担当主幹

永　栄子

町

長

椿
原
　
紀
昭

副

町

長

花
田
　
正
博

出 納 室 松
主査

田とも子・樋口しほみ

鈴
会計管理者兼室長

木　利一

坂
主査（兼務）

井　　諭・木戸　知美・石川　　純

産 業 振 興 課

森
課長

　　英幸

野
主査

原　　修・本
主査（農業振興公社へ派遣）

田　　徹・田
主査

崎　　剛・北
主査

野　泰教・山
（新採用）

口　拓人

総 務 管 理 Ｇ

平
主査

田　法雄・榊
主査

　　貴光・向
主査

中野宏樹・柴田　真嗣

建 設 水 道 課

佐
課長（兼務）

々木　学

技 術 Ｇ

工
主査

藤　憲文・古
主査

田　敏幸・笠間　　朗・山本　　諭・仁木　美樹

今
技術長兼上下水道担当主幹

　　政樹

上 下 水 道 Ｇ 桑
主査

島　克典・小笠原　裕・幅田喜代美

ブランド推進課

山
課長（兼務）

本　信二

谷
主査（兼務）

口　良之・久
主査

保　智哉・鈴
（共済組合より派遣）

木　直人・加
（新採用）

藤　徹也

総 務 Ｇ

杉
主査

本　整昭・木
主査

地　周一・仁平　竜太

総 務 課

片
課長

山　伸治

広報・防災・情報Ｇ

平
主査

野　敬太・生
主査

駒　孝志・高
主査

間　理香・伊
主査

藤　照美・武
主査

田　達成

地 域 政 策 Ｇ経 営 企 画 課

小
課長（兼務）

野　　司

鈴
主査

木美代子・石
主査

森　和幸・三
主査

木　貴光・原田　恭兵・衣
（再任用）

川　秀敏

橋
地域政策担当主幹

場　謙吾

課 税 Ｇ税 務 課

松
課長

田　孝之

藤
主査

沢　祐之・橋
主査

元　幸士・木地　由枝・名内　倫子・高野瀬真弓

岡本　有生

住民 ・ 国保Ｇ

大
主査（兼務）

西　宏幸・南部　聖人

住 民 生 活 課

松
課長

本　俊哉
中
主査

野　真里・酒
主査

井　文恵・高
主査

田　宏明・長
主査

澤　　融

笹
住民・国保担当主幹

木　真由美
石川さと美・山本　幸子・山内　あづさ

出
主査

南　　力・坂口　潤子・後藤　美雪　　　　　　　上
主査

島　宣和

稲
主査（兼務）

実妃都美・辻　由紀江・月輪　淳紹

大
生活安全担当主幹

西　宏幸

環 境 政 策 Ｇ環 境 政 策 課

山
課長

代　賢治

宮
主査

本　孝之・橋本　悠希

小
環境政策担当主幹

南　治朗

花
総務管理・都市整備担当主幹

田　勝巳

秦
課長

野　加寿彦

保 健 福 祉 課

小
福祉・子育て担当主幹兼児童センター長

野寺さゆり

高
主査（内閣府へ派遣）

野瀬大和・大
（共済組合へ派遣）

平千恵子・渡
（北海道へ派遣）

辺　　暁

菊谷　克己
高齢者・介護担当主幹（北海道より派遣）

岡
主査

山美智子・宮
主査

林　葉月・鈴木しのぶ・大館　徳子

高
主査

橋利志意・白土　真弓・松川　公人・吉村　　航行 政 経 営 Ｇ

（子育て支援センター）

ま
ち
づ
く
り
総
括　

小
野
　
司

建
設
総
括　

佐
々
木
　
学

岡
広報・防災・情報担当主幹

田　三郎

収 納 Ｇ坂
収納担当主幹

井　　諭

若者定住推進室

三
室長

浦　　匠

三
主査（兼務）

浦　　匠・金丸　佳代

福祉・子育てＧ

地 域 医 療 Ｇ

高齢者・介護Ｇ

健 康 推 進 Ｇ

澤
主査

田　康文・武岡　真吾

十
主査

河　真弓・荒井理恵・河合優香・後藤恵理・初田千恵・上西洵子

青
所長

山　建一

上
地域医療・健康推進担当主幹

野　政則

（発達サポートセンター） 高
主査

橋　真弓・川
主査

股由紀子・湯浅真理子

樋
主査

渡　哲也・山森　晶子・荻野　智鶴・日野　琴絵（地域包括支援センター）

西
技術グループ担当主幹

田　達也
永
上下水道担当参与

坂　孝光
農林業振興Ｇ

ブランド推進Ｇ

継 立 出 張 所

生 活 安 全 Ｇ

（社会福祉協議会へ派遣）

平成 27 年 4 月 1 日現在

産
業
総
括　

山
本
　
信
二

稲
高齢者・介護担当参与

実　妃都美 荒
（兼務）

井　理恵・大場　千鶴

谷
ブランド推進担当主幹

口　良之

青
学校教育担当参与

山　郁子

　南空知消防組合    職員の配置　（平成 27 年 4 月 1 日現在）

町  職員の配置
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北海道日本ハムファイターズ
HOKKAIDO NIPPON-HAM FIGHTERS

５月 14 日㈭
埼玉西武ライオンズ戦

18：00 ～

北海道日本ハムファイターズでは、５月 14 日㈭

午後 6 時から札幌ドームで開催する埼玉西部ライ

オンズ戦のＣ指定席に栗山町にお住まいの方 50

組 100 人をご招待します。

※応募多数の場合は抽選となります。

栗山町民の熱い応援で
ファイターズに勝利を！

学校職員の異動
【転　入】（　）内は前任校

　■校長

　　角田小　菊池　精一（長沼：南長沼小※校長採用）

　　継立小　岡山　宏文（滝川：西小）

　■教頭

　　角田小　斉藤　宏史（美唄：美唄中）

　　栗山中　杉田　嘉雄（滝川：明苑中）

　■主幹教諭　

　　栗山中　堀　　文彦（栗山：栗山中※主幹教諭昇任）

　■教諭　

　　継立小　川島　重之（滝川：滝川第二小）

　　　　　　浦瀧　直人（沼田：沼田中）

　　　　　

　■養護教諭　

　　継立小　坂下みち代（栗山：継立小※再任用）

　■栄養教諭　

　　栗山小　小澤　明子（栗山：栗山小※再任用）

【転　出】（　）内は新任校

　■校長

　　角田小　佐々木信之（砂川：空知太小）

　　継立小　庄野　澄江（岩見沢：第二小）

　　

　■教頭

　　角田小　新保　秀樹（南幌：南幌小）

　　栗山中　嶌野　郁夫（岩見沢：北村小※校長採用）

　■教諭

　　栗山小　柳川　玲子（岩見沢：幌向小）　

　　　　　　五十嵐正規（奈井江：奈井江小）

　　　　　　松田由美恵（砂川：豊沼小）

　　　　　　宮本真貴子（期限付退職）

　　角田小　河合亜紀子（岩見沢：幌向小）

　　　　　　坂本　哲昭（期限付退職）

　　継立小　岡本美雅子（岩見沢：幌向小）

　　栗山中　堀　　文彦（長期社会研修終了）　

　　　　　　祐川　義人（沼田：沼田中）

　　　　　　岡崎　裕史（岩見沢：北村中）　

　　　　　　野村　亮司（岩見沢：栗沢中）　

　　　　　　堀部　健彦（岩見沢：光陵中）　

　■事務

　　継立小　山中ゆかり（砂川：北光小）

４月１日付
北海道教育委員会発令 （敬称略）

本の読み聞かせしませんか？

【活動時間】　週１回（午前 8：15 ～ 8：30）
　　　　　　※毎週が無理な方でも参加可

【問い合わせ】　栗小お話会　代表　笹森
　　　　　　　☎ 090-9519-7844

栗山小学校で読み聞かせをしませんか？
年齢、性別問わず、どなたでも参加でき
ます。未経験者には経験者がペアになり
ますので、心配はありません。

　■養護教諭　

　　継立小　坂下みち代（再任用任期満了）　

　　

　■栄養教諭　

　　栗山小　小澤　明子（再任用任期満了）

栗山小学校で◆
申
込
締
切
　
４
月
20
日
㈪

◆
そ
の
他

　
　
当
選
者
の
方
で
Ｓ
指
定
席
、
Ａ
指
定

席
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
試
合

当
日
に
チ
ケ
ッ
ト
引
き
換
え
場
所
に
て

座
席
変
更
を
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

（
有
料
・
席
数
限
定
あ
り
）

　
　

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
株
式
会
社
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
適
切
に
管
理
し
、
本
件
を
ふ

く
む
チ
ケ
ッ
ト
関
連
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
案

内
以
外
に
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法

◇
往
復
は
が
き

　

往
復
は
が
き
に
観
戦
希
望
者
（
2
人
1 

組
）
の
代
表
者
の
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
番
号
（
会
員
の

み
）
⑦
昨
年
の
札
幌
ド
ー
ム
で
の
観
戦

回
数
⑧
応
援
デ
ー
を
何
で
知
り
ま
し
た

か
（
広
報
・
告
知
ポ
ス
タ
ー
・
そ
の
他
）

お
よ
び
あ
て
先
（
返
信
は
が
き
）
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
1
組
に
つ
き
１
通
の
み
有
効
）

◇
申
込
先　

　

〒
０
６
２
‐
８
６
５
５

　

札
幌
市
豊
平
区
羊
ヶ
丘
１
番
地

　

株
式
会
社 

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
「
栗
山
町
民
応
援
デ
ー
」
係

◇
球
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

　

w
w

w
.fighters.co.jp/kansen

　

右
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
所
定
事
項
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。
携
帯
電
話
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　※Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
「
株
式
会

社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」

の
登
録
商
標
で
す
。

50組

100
人を ファイターズ戦にご招待ファイターズ戦にご招待ファイターズ戦にご招待

栗山
町民応援デー
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大切にしてますか、あなたの一票。
みんなで投票。みんなで参加。

くりやま老舗まつり
ふたつの老舗「蔵元」小林酒造と「日本一きびだ

んご」谷田製菓が織りなす一大イベントを今年も

盛大に開催します。このほかにも町内各所でイベ

ントが同時開催されます。皆さんのご来場をお待

ちしております。

４月 11 日土
　　10：00 ～ 16：00

　 ✿

✿ ✿

✿

✿

✿第 27 回酒蔵まつり
　会場：小林酒造 株式会社（錦 3）☎ 72-1001

・国の有形文化財酒蔵群の一般開放
・北の錦特別限定酒販売
・搾りたてにごり酒、大吟醸などの無料試飲
・味の屋台（酒粕ジンギスカン、海鮮焼き、キノコ汁など）
・郷土芸能（角田獅子舞、よさこい、太鼓など）

✿本格手打ちそばまつり
　会場：まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

・手打ちそばの販売（お持ち帰り可）
・北の錦特別限定酒販売
・まちの駅オリジナルおみやげセットの販売

✿栗山みのり太鼓 祝い太鼓演奏
　会場：カルチャープラザ「Eki」前噴水広場（中央 2）
　日　時：４月 12 日㈰   10：00 ～  ※雨天中止

　ゲスト：風雪太鼓（札幌市）
　　　　　羊蹄太鼓保存会　鼓流（倶知安町）

✿第 17 回きびだんごまつり
　会場：谷田製菓 株式会社（錦 3）☎ 72-1234

・工場見学、昔ながらのきびだんご作り実演
・きびだんごの試食、栗山銘菓の販売

✿吟醸 酒風呂（小林酒造の酒粕使用）

　会場：天然温泉くりやま（湯地）☎ 72-1123
　　　　（ホテルパラダイスヒルズ）
　期　間：４月 10 日㈮～ 12 日㈰　3 日間
　時　間：7:00~22:00
　入浴料：大人 650 円　小学生 350 円

　 12 日日
　　10：00 ～ 15：00

✿ふるさと道案内スタッフ募集
ＪＲ栗山駅や無料巡回バスで来場者にイベント
や栗山町を案内する応援スタッフを募集します。

・活動日時　4 月 11 日㈯ 9：00 ～ 17：00
4 月 12 日㈰ 9：00 ～ 16：00

※都合のよい時間帯のみの参加可能
※ 10 日㈮ 16：00 から事前打ち合わせあり

・時給　748 円
・募集要件　18 歳以上の方（高校生不可）
・問い合わせ　谷田製菓 株式会社　☎ 72-1234

✿無料巡回バスを運行します！
バス発着場

・ＪＲ栗山駅
・まちの駅「栗夢プラザ」前（中央３）
・ホテルパラダイスヒルズ（湯地）【臨時駐車場有】
・栗山公園（桜丘 2）【臨時駐車場有】
※ＪＲ栗山駅から各会場までは徒歩となります。

　くりやまマルシェ 2015
町内外の加工品が一同に集まる「くりやまマル
シェ」が老舗まつりと同時開催！地域の若者、
出店者が一丸となり「地域ブランド」の構築に
向け、加工品など栗山の誇れる魅力を広く発信
します！

日　時：4 月 11 日㈯ 10：00 ～ 16：00
12 日㈰ 10：00 ～ 15：00

会　場：株式会社スイテック特設会場（錦 3）
問い合わせ：☎ 090-3770-7586 石田まで

同時開催！

✿

飲酒運転は絶対におやめください。また、会場周辺の違法駐車・無断駐車はしないでください。

第 18 回統一地方選挙

北海道知事選挙および
北海道議会議員選挙 栗山町議会議員選挙

投票日　4 月 12 日㈰ 投票日　4 月 26 日㈰

◆期日前投票
◇それぞれの選挙の告示日の翌日から投票日の

前日まで
◇受付時間は、午前８時 30 分から午後８時まで
◇場所：町選挙管理委員会室（役場旧庁舎１階）
◆投票所
◇投票所入場券に記載されている指定の投票所

で投票してください。

【問い合わせ】町選挙管理委員会　☎ 72-1362

投票時間　午前 7 時から午後 7 時まで
◆北海道知事選挙 / 告示日 3 月 26 日㈭

◆北海道議会議員選挙 / 告示日 4 月 3 日㈮

投票時間　午前 7 時から午後 7 時まで
◆栗山町議会議員選挙 / 告示日 4 月 21 日㈫

春の火災予防運動春の火災予防運動春の火災予防運動

　全道一斉に春の火災予防運動が行われます。この季節は非常に空気が乾燥しや
すく、ちょっとした不注意から火災につながります。日ごろから防火を心がけ、
尊い命や大切な財産を守りましょう。
　栗山町ではこの季節に不審火が続いています。たばこのポイ捨ては絶対にしな
いでください。放火を疑うような不審者を見かけたら警察署または消防署へ連絡
してください。

運動期間　4 月 20 日㈪～ 30 日㈭

住宅防火　いのちを守る　７  つのポイント

「もういいかい　火  を消すまでは　まあだだよ」

  3   つの習慣
◇寝たばこは、絶対やめる。
◇ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で

使用する。
◇ガスこんろなどのそばを離

れるときは、必ず火を消す。

  4   つの対策
◇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設

置する。
◇寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。
◇火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器

などを設置する。
◇お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣

近所の協力体制をつくる。
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町
指
定
袋
に
入
ら
な
い
粗
大
ご

み
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
法
で
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶
粗
大
ご
み
の
電
話
予
約
を
し
て
処
理

【
収
集
日
】

毎
月
第
1
、
第
3
金
曜
日

収
集
時
間
は
午
後
１
時
か
ら

で
、時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
連
絡
先
】

町
環
境
政
策
課

☎
�
７
５
１
１

※
「
引
越
し
ご
み
」、「
事
業
所
か

ら
出
る
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、

町
で
は
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
一
般
の
粗

大
ご
み
で
も
大
量
に
出
る
場
合

は
、
町
内
収
集
運
搬
許
可
事
業

所
へ
ご
依
頼
願
い
ま
す
。

※
対
象
品
目
、
料
金
表
は
分
別
冊

子
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❷
自
分
で
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

【
受
入
曜
日
】

月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
・
日
・

祝
日
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
入
時
間
】

・
4
月
～
10
月
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

・
11
月
～
3
月
は
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分

【
搬
入
先
】

環
境
セ
ン
タ
ー（
栗
山
町
字
桜
山
）

【
処
理
料
】

(1) 

家
庭
用

・
「
生
ご
み
」、「
炭
に
で
き
る
ご

み
」、「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」

１
０
０
㌕
に
つ
き
８
０
０
円

・
上
記
以
外
の
資
源
物
は
無
料

(2) 

事
業
所
用

・
「
生
ご
み
」、「
炭
に
で
き
る
ご

み
」、「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」

１
０
０
㌕
に
つ
き
８
０
０
円

・
右
記
以
外
の
資
源
物
は
１
０
０

㌕
に
つ
き
４
０
０
円

※
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
町
環
境
政
策
課
ま
た

は
南
部
公
民
館
で
申
請
を
し
て

か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
適
正
処
理
困
難
物
」
に
つ
い

て
は
、
分
別
冊
子
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
必
ず
分
別
し
た
状
態
で
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

❸
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可

事
業
所
へ
依
頼

廃
棄
物
の
収
集
や
運
搬
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
許
可
事
業
所
で

す
。
自
己
搬
入
す
る
事
が
で
き
な

い
場
合
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事業所名 電話
クリーンセンター 73-3200
日東総業 72-3122
ゆうせい運輸 72-1722
道央建設運輸 76-3151
國耕産業 72-3158
丸十岡山砂利 72-0134
鈴木商店 75-2350
水工社 72-5283

◆一般廃棄物収集運搬許可事業所

春の全町一斉清掃
４月 19 日日

  午前 7 時～
※午前 6 時 45 分に打ち上げ花火で合

図します。（小雨決行、雨天中止）
※詳しくは、各町内会・自治会経由で

お知らせします。

堆肥

◆期日　4 月 11 日㈯、25 日㈯
◆時間　午前 9 時～ 11 時
◆場所　町役場車庫前
◆価格　10kg 袋　300 円
　※無くなり次第販売終了。

新
入
学
（
園
）
期
の
交
通
安
全
週
間

入
学
式
を
迎
え
、
新
入
学
児
の

通
学
が
始
ま
り
、
道
内
全
域
で
新

入
学
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
で
も
、
期
間
中
に
交
通
安
全

街
頭
指
導
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
交
通

安
全
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
運
動
期
間

４
月
６
日
㈪
～
４
月
15
日
㈬

■
運
動
の
重
点

〇
新
入
学
児
童
・
園
児
の
交
通
事

故
防
止

〇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

墓
園
新
区
画
の
受
付

栗
山
町
墓
園
内
の
新
区
画
の
受

付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

◎
所
在
地

栗
山
町
字
大
井
分
３
３
３
番
地

◎
受
付
開
始
日

４
月
１
日
㈬
か
ら
随
時

◎
申
込
に
必
要
な
も
の

申
請
者
の
印
鑑
と
住
民
票
１
通

◎
申
込
条
件

・
原
則
、
栗
山
町
に
住
所
が
あ
る
方

・
使
用
許
可
後
２
年
以
内
に
墓
碑

を
建
て
る
こ
と

◎
面
積
お
よ
び
区
画
数

１
区
画
９
㎡
（
３
ｍ
×
３
ｍ
）

31
区
画

◎
使
用
料
・
管
理
手
数
料

使
用
料　

 

12
万
円
（
非
課
税
）

管
理
手
数
料 

３
万
円
（
税
別
）

◎
注
意
事
項

区
画
の
使
用
許
可
は
、
受
付
順

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
料
・

管
理
手
数
料
は
、
原
則
と
し
て
申

請
時
に
一
括
納
入
で
す
。

狂
犬
病
予
防
接
種

□
対
　
象

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
飼
い
犬

□
実
施
日

①
４
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

②
４
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

※
時
間
、
場
所
は
今
月
号
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
犬
は
新
規
登
録
も
行

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
フ
ロ
ン
類
の
排

出
抑
制
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、

フ
ロ
ン
類
の
製
造
、
使
用
、
廃
棄

に
至
る
包
括
的
な
規
制
措
置
を
講

じ
る
「
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
」（
改

正
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
）
が
４

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

フ
ロ
ン
類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ

Ｃ
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
が
冷
媒
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
業
務
用
冷
凍
冷

蔵
・
空
調
機
器
の
管
理
者
に
は
、

冷
媒
漏
え
い
防
止
の
た
め
の
機
器

の
点
検
、
漏
え
い
時
の
修
理
、
修

理
な
し
で
の
充
塡
の
原
則
禁
止
、

機
器
整
備
の
結
果
の
記
録
・
保
存

な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.env.go.jp/
seisaku/list/ozone.htm

l

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
地
域
環
境
係

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
０
４
１

北
海
道
環
境
生
活
部
地
球
温
暖

化
対
策
室

☎
０
１
１（
２
０
４
）５
１
８
９

㊴

品目 価格 備考

庭木・木材類 200 円 長さ 1㍍以下。長さ 1
㍍の紐で縛ったもの

たんす・戸棚
500 円 高さ 1㍍未満
900 円 高さ 1㍍以上

いす
500 円 応接用　1 人用
900 円 応接用　2 人以上

スコップ、ママさんダンプ 200 円
自転車 500 円

■ 主な粗大ごみの対象品目と価格

粗大ごみ（ソファー）解体作業の様子

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 春の特別販売

粗
大
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ分別のさらなる
ご協力をお願いします

栗
山
青
年
会
議
所
の

小
針
一
人
で
す
。

皆
様
に

は
日
ご
ろ

よ
り
当
会

の
運
動
・

事
業
に
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

事
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
致
し

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
栗
山
Ｊ
Ｃ

が
故
郷
愛
の
醸
成
を
テ
ー
マ

に
、
夕
張
川
へ
サ
ケ
を
戻
す
べ

く
、
稚
魚
放
流
を
開
始
し
て
８

年
目
の
今
年
、
つ
い
に
遡
上
の

難
所
で
あ
る
栗
沢
頭
首
工
へ
魚

道
設
置
が
決
定
し
、
３
月
末
に

完
成
し
ま
す
。
こ
れ
で
放
流
し

た
サ
ケ
の
産
卵
適
地
ま
で
の
遡

上
と
、
自
然
産
卵
・
回
帰
実
現

へ
ま
た
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
来
る
４

月
４
日
、
午
前
９
時
30
分
よ
り

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
に
て
毎
年
好
例

の
「
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
」
と
同

時
に
「
魚
道
設
置
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
当

日
の
参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
夕
張

川
を
通
し
て
私
た
ち
の
故
郷

「
栗
山
」
の
自
然
環
境
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
感
し
、
故
郷
の
誇

り
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

自
然
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
「
故

郷
・
栗
山
」
で
、
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
大
人
に
な
っ
た
時
、

「
栗
山
が
一
番
！
」と
胸
を
張
っ

て
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
栗

山
Ｊ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

る
成
長
の
一
助
と
な
る
よ
う
邁

進
致
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

栗
沢
頭
首
工
の
魚
道
完
成
目
前
‼

つ
い
に
栗
山
町
へ
サ
ケ
が
遡
上
・
・
・
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長年にわたりエゾシカ対策に尽力された、原五一さん
（松風 2）に北海道知事から 2 月 24 日、感謝状が贈ら
れました。原さんは昭和 47 年から 38 年にわたり、北
海道猟友会栗山支部長を務め、エゾシカ対策の陣頭を指
揮。現在もハンターとして駆除にあたっています。2 月
26 日、報告のため椿原紀昭町長を訪れた原さんは「農
家の皆さんを助けたい一心で、鉄砲を持ち 58 年。これ
からも頑張ります」と話していました。また、原さんか
ら町へ有害鳥獣駆除対策にと 20 万円が寄附されました。

北海道知事から感謝状
エゾシカ対策に尽力された原さんへ

終活のススメ！
最後まで生き生きと人生を送るため

栗山町消費者協会（稲市男会長）主催による「終活の
ススメ～今できる！身辺整理講座」が 3 月 11 日、勤労
者福祉センターで行われました。生前に自分らしいエン
ディングを迎えるため様々な活動をしているている池田
智裕さんを講師として招き、町民 48 人が参加。後に残
す親族に迷惑をかけないために身辺整理を行う【生前整
理のすすめ】と、人生の終わりに備えて自身の希望を書
き残す【エンディングノート】の書き方について詳しく
説明が行われ、参加者は熱心に聞き入っていました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

楽しいお話しの世界へ
栗山高校図書局員が絵本の読み聞かせに挑戦

栗山高校図書局の生徒が子どもたちに絵本の読み聞か
せを行う「おはなし会」が 3 月 14 日、町図書館で開か
れました。人気絵本の「ねずみくんのチョッキ」などを
図書局員 4 人が次々に披露。集まった約 80 人の親子連
れはお話の世界に引き込まれていました。また、マジッ
クショーなども行われ、会場は大いに盛り上がりました。
局長の山本真也君（２年）は「たくさんのお客さんを前
に緊張したけれど楽しんで読み聞かせできました。子ど
もたちの喜ぶ顔がまた見たいです」と話していました。 未来につなげ「銭だいこ」

児童センターで交流会

郷土芸能銭だいこ（野原 信子代表）と児童センター
の児童の交流会が 3 月 4 日行われました。後継者不足に
悩む銭だいこを児童センターに招いたのが 3 年前。その
後、興味を持った子どもたちが練習を重ね、夏まつりの
ステージに立つまでになりました。今年、法

は っ ぴ

被を新調す
るにあたり、銭だいこのメンバーが制作を協力。その感
謝の気持ちを伝えたいと交流会が催されました。野原代
表は「これからも子どもたちに続けてもらって、銭だい
こを未来につなげてほしい」と期待していました。 

栗山町 検索

サケ遡上に期待膨らむ
夕張川栗沢頭首工の魚道見学

夕張川を遡上するサケにとって大きな壁となっていた
栗沢頭首工の魚道の完成を間近に控えた 3 月 13、14 日
の両日「夕張川魚道シンポジウム」がいきものの里ふれ
あいプラザで開かれました。13 日は、基調講演のあと、
椿原紀昭町長、札幌開発建設部江別河川事務所長の岡部
啓二さんら 4 人によるパネルディスカッションが行わ
れ、14 日には全長 235 メートルにも及ぶ魚道の現地見
学会が行われました。参加者の町民ら約 60 人は今秋の
サケ遡上に期待を膨らませていました。

 花と緑の部屋「たかはしダリア」の高橋和則店長が 3
月 24 日、胡蝶蘭やデンドロビウムなどの洋ラン 4 種 8
鉢を町に寄贈しました。同店では、12 年前から「栗山
洋ラン展」を開催。その収益金の一部で町に洋ランを寄
贈しています。高橋店長は「春は窓口に訪れる人も増え
ると思います。窓口を華やかにしてください」と話し、
受け取った椿原紀昭町長は「見事な花を毎年ありがと
うございます」とお礼を述べました。洋ランは、役場 1
階窓口などに設置され、来庁者の心を和ませています。 栗山陶芸同好会の作陶展

彩り鮮やかな陶器が 150 点並ぶ

栗山陶芸同好会の会員による『春の作陶展』が、3 月
19 日から 22 日までの間、カルチャープラザ「Eki」で
開催されました。陶芸の魅力に魅せられた同会の会員は
43 人。今年の作陶展のテーマは夫婦茶碗で、会員が思
い思いの夫婦茶碗の制作に取り組み 31 組の夫婦茶碗が
並びました。また、干支である羊の陶芸作品や花瓶、お
皿など、約 150 点の力作が展示され、訪れた人を楽し
ませていました。4 月 11 日から開催されるくりやま老
舗まつりでは、即売会も予定されています。

洋ランがお客さんをお出迎え
高橋ダリアが町に洋ランを寄贈

栗山工業団地企業協議会（松原正和会長）が 3 月 19
日、栗山バドミントンスポーツ少年団へ 15 ダースのシャ
トルを贈りました。同協議会は会員数 23 社で構成され、
青少年育成のためにと、これまで町内のスポーツ少年団
へ多くの支援を行ってきました。松原会長が「このシャ
トルを使って、思い切り練習してください」と団員にシャ
トルを手渡すと、同団主将の小野美優さん（栗山小 6 年）
は「しっかり練習して試合で結果を出したいです」と感
謝していました。

バドミントンシャトルを寄贈
栗山工業団地企業会が少年団支援
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